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木製の机・椅子の使用による児童の諸反応

福田英昭蝋、十場誠聯，池田明子＊

プ製の机・椅子を，木製の机・椅子に変え，さら

にその後，再びスチールパイプ製の机・椅子に戻

したときの児寵の特性別諸反応（視覚，触覚，聴

覚，嗅覚‘等）の変化を計４回にわたって調査し，

木製の机・椅子が児童の教育環境にどのような影

響を与えているのか検討を行った。

２．研究方法

２．１実験対象と実験期日

沖縄県内の公立小学校の６年生１クラス38名

(男子19名，女子19名）の児童を調査対象とした。

木製の机・椅子の使用時期は，2002年10月21日か

ら2002年12月６日までの７週間とし，その前後の

１週間は，従来から使用していたスチールパイプ

製の机・椅子を使用した。木製の机・椅子に対す

る児童の特性別諸反応と意識の変化を調べるため

に，次に示す計４回のアンケート調査を行った。

(第１回）従来のスチールパイプ製の机・椅子を

使用している2002年10月11日

(第２回）木製の机・椅子の使用開始直後（使用

１日後）の2002年10月21日

(第３回）木製の机・椅子の使用終了直前（使用

７週間後）の2002年12月６日

(第４回）再び従来のスチールバイプ製の机・椅

子を使用し始めた2002年12月13日

なお，アンケート調査内容は，児童の特性別諸

反応として，視覚，触覚，聴覚,/嗅覚，快適感，

重量感，疲労感，デザイン等に関する５段階の評

定尺度法による調査内容と,)児童の意識の変化を
調べる項目として，次に示す形容詞の対を使用し

た21項目の５段階の評定尺度法による調査内容
：b-.0,,.4,1,

と，自由:己述法による内容の３部で構成した。

「あたたかい－つめたい｣｢やわらかい－かたい」

｢傷つきやすい－傷つきにくい」｢じょうぶ－こわ

れそうな」「明るい－暗い」「使いやすい－使いに

１．はじめに

’γ:校施設は，児frlt・生徒の一人一人を大切にし

た教育を行うために，施設の衝を向上させるとと

もに，児童・生徒が雪Ｈの大半を過ごす場にふさ

わしいゆとりと雰酬気を備えたものにする必饗が

ある。1985年に出された「学校施設における木材

使用の促進」を示した文部科学省通知''や，木造

校舎建設における国庫補助のかさ上げ，地元産木

材の需要拡大等から，木造校舎の新築面積は増加

傾向を示している２１。近年,木造校舎のもつメリッ

トを明らかにするために，木材の創り出す健康空

間！`快適空間について心理面・健康面から研究が

行われている。その結果,鉄筋コンクリート造校舎

よりも木造校舎の方が,子どもたちや教師に教育

に適切な環境を与えることが報告されている』)。

しかし，木造校舎が望ましいということで，すべ

ての鉄筋コンクリート造校舎をすぐに建て替える

ことは難しい。そこで，校舎全体ではなく，部分

的に，学習机や椅子に木材を取り入れることによ

って，教育環境が改善されると考えられる。机と

椅子は，子どもたちが学校生活の中で最も長い時

間を共にし,身体に触れる身近な家具であるため，

教育環境の中でも大きな比重を占めている。この

ような考えから，木製の机・椅子を学校内に導入

しようとする動きが始まっており，教育効果に及

ぼす影響も検討されている`'。しかし，これまで

の研究では，被験者が異なる木造校舎とコンクリ

ート校舎の比較検討や，木製の机・椅子の導入前

後に時間差があることで被験者の評価を記憶にた

どることが多く，同一被験者にその違いをその時

点で評価してもらった研究はほとんどない。

そこで，本研究では，これまでのスチールパイ
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プであった．また，犬板にはメラミン化糀板を仙

)1]し，脚の九パイプはアクリル焼き付け蛎装を施

してあった“また，I1liさ,ﾘM終は，机とｲiIjrのそれ

ぞれの脚軸''１央協lMiiMiをボルト・ナットで締付

１１)il)とするタイプであり，199()ｲ|(のＪ[SIiM格の､ji1《

に合致しているﾉiMiであったスチールバイプ製

と木製の机・総／･は，いずれも妃I1Tの身体の成1と

にｲ了わせて,<Hさの!i１M節が111能なⅡI動火であＩ)．イミ

製の机で゛は，’99()ｲＩＫのJISkMWfの２～８１Ｊ．‘ノk製

の椅「･では２～５Ｗ),rUさに,''1節が１１．能なもので

あったⅢ‘た験I0llHll1Iの机Ｍ１「･の,niさは．他川す

る)Ⅱ（・人人の#｣之から↑>:11)したｊＩｓＭＪ格によ

る什人のjlKilliIMiで継統してｉｊった，なお木製の

机・柿ﾉｰは｜セットの定(illiが2.6ﾉﾉ１１１であり．ス

チールパイプ製の１セットの定Iilli1.2ﾉJl1に比べ

て約２傭の(illi格となっていた。また，iiIil杏した学

校校脅は，鉄筋コンクリート造で，教室内もコン

クリートイ{:｣こげで，内装の木質化はなされていな

かった。

くい」「落ち清く－落ち着かない」「楽しい-11fし

い」「やさしい－きびしい」「のびのびした－きゅ

う<つな」「のんびり－せかせか｜「:たしい－みに

くい」「耕風な－近代的な」「ﾒLい－プリ張った」

｢都会的な一いなか｢KIな」「人lllI的な－機械的な」

｢安全な－危険な」「Wi:い－綴い」「衿りの良い－

寄りの悪い」「好き－きらい」「llLい－恐い」

また，この研究期間｢|ルビデオカメラと?談典搬

影による授業観察を週にl1iil行った｡

２．２使用した机・椅子

木製の机・柿子は，写真１に,(すヒノキクラフ

ト社雛の学ilif机セット（ｿI1jjQK-I)Ｎ－(iＡｌ)）であ

り，ヒノキの蝋成材で作られていた｡ただし衿

部材の接合lIfilはステンレス製ボルトを側|}し集

成材の表iiiは『|然剛のl1H物illllhllﾂﾞli燃公iIf蛎料のオ

イルを使用していた。一方，従来から使用してき

たスチールパイプ製の机・椅子は，写真２に示す

ように机天板と椅子廃iiiおよびｉｆ板が木製（穣鼎ｉ

合板）であり，その他の繩成部材は鉄製の九パイ

3．結果と考察

３．１机と椅子の材質の遣いによる特性別諸反

応の変化

,快適感および寵量感についての感覚の変化を第

１図に示す。回鱒した全児童の平均値を図中に示

している。鮒２１mおよび第３１[Tlの木製の机・崎「・

を使Ⅱ)したときには，快適感について良いという

YiWilliが多く'1}されており．力の耐i<感のﾎﾟ,'i采と

対照的であった。７緕の児賦から．木製は「気分

が落ち蒜<」という'罰山記述の回答が得られた。

実際に使用した机・椅子の平均重量は，スチール

パイプ製の場合，机が7.0ｋｇ，椅子が3.5ｋｇ，木

製の場合は，机が10.0ｋｇ，椅子が4.7ｋｇであり，

木製の机・椅子の1セットはスチールパイプ製の

約1.4僻の重還になっていた。児童からは，「掃除

の時にザ重たくて移動が大変」（４名）という意

見が出されており．木製の机・椅子の軽量化が今

後の課題といえる。

視覚特性についての感覚の変化を第２図に示

す。木製の机・椅子を使用することで，明るくな

ったという明暗感，丸くなったという形態感，美

しいという美醜感の回答が多く得られた。明暗感

写真１木製の机・椅子

写真２スチールパイプ製の机・椅子
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に関連して，木製を使用することで「教室全体が

|Ⅲるくなった」（２名）という回答結果が得られ，

また，美醜感に関連して「木'1がきれい」（４名）

という値1答が得られた。

触覚特性についての感覚の変化を第３図に示

す。木製を使用することで，良いという接触快適

感，あたたかいという接触温冷感，柔らかいとい

う柔・堅感の回答が多く得られた。木製が柔らか

いということは，感覚的にはプラスのイメージで

あるが，反対に実用面では傷つきやすいというマ

イナスのイメージにもなる。実際に子どもたちか

らは「傷がつきやすい」（３名）という自由記述

の回答も得られた。そこで，７週間使用後に木製

机の天板の傷を確認したところ，衝突による凹み

や筆記具の筆圧による文字跡が見られた。小さな

傷も含めて数を数えると，傷10個以下が４脚，11

～20個が15脚，２１～30個が５脚,３１～40個が８脚，

41個以上が６脚あり,傷のない机は皆無であった。

子どもたちには，柔らかさとあたたかさをもった

木の感触を直接感じてもらいたいが，学習活動の

内容に応じて，天板保護用ビニールマヅト等を机

上に置くことで表面の堅牢性を高める対策が必要

と思われる。

聴覚特性についての感覚の変化を第４図に示

す。子どもたちにとって，木製は静かな机・椅子

というイメージの認識であったことがわかる。ア

ンケートの回答では，「運ぶ時に音が出ないので

良い｣，「がたがたと音がしない」という意見が出

されていたが，前述のように，スチールパイプ製

に比べ総重量が1.4倍に増えたことで，机や椅子

の脚を傾けにくくなり安定化することで音がなく

なり，聴覚特性については良い結果が得られたと

思われる。同様の理由で，子どもたちの着座時の

姿勢にも変化があり，椅子を傾けて学習するとい

う望ましくない行動は減少を示していた５)。

嗅覚特性についての感覚の変化を第５図に示

木材工業ＶｏＬ６ＬＮｏ､２，２００６
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’１，ＪuＤＯＪＣ

す。ヒノキの災成材で作られていた水蝋の|Ⅲ椅

子に対して，子どもたちは香りが良いというii.|illIi

をしていたことがわかる｡アンケートでも，「谷

りが良い｣，「落ち薪<」，「集１１'できて，勉強がは

かどる」という'、答が出されていたが，－.ﾉﾉで，

｢臭いがきつい｣，「香りで少し頭が捕い」という

一部の児童の反応もあり，木の香りに現代の子ど

もたちが慣れておらず，違和感をもつ児逝がいる

こともわかった、。なお，第３回のアンケート綱

盗において，「今後も木製の机・椅子を使い続け

たいか」という質問を行ったところ，８１％の児I唖

が「はい」という回答を示した。

３．２因子分析によるスチールパイプ製と木製

の机・椅子の検討

スチールパイプ製または木製の机・桁「を使１１I

しているときに，形容詞の一対で榊成される２m

目ｲ)について，それぞれ５段lIMiの評定尺1剛ｉによ

るアンケート鋼査を行い，その川稗に対してllSlf

分析を行った。アンケートを行った計４回の回答

結果について，主因子法によるバリマックス回転

後の結果を第１表から第４表に示す。表内の数字

で灰色に網掛けして示したものは，絶対値が０．５

以上の値を示しており，それぞれの因子に強く影

響している評価項目である。また，表内でマイナ

ス値で示した数字は，この形容詞の言葉の反対方

向の意味で関係があることを示している。

第１回調査のスチールパイプ製では，第１表に

示すように４つの因子が抽出された｡抽出できた

４つの因子を因子負荷量が高かった項目の特徴か

ら読み取り，各因子の意味づけを行うと，第１因

氏I…'B(妬)’１'`()，'｜：Ｍ１１ＭｌＪ鑓肌“｜イ'4,9,｜

第１表スチールパイプ製の机・椅子（第１回調査）に
おける評価の因子分析結果

子は「好き｣，「蒲ち蒜〈」，「良い」等の選好性に

関する|人|:r’第２１刻子はゆとり因子，第３因子は

都会IflilXl了,第４因子は安定性因子と読み取れた。

木製を便川してｌ「|後の第２回調査では，第２表

に示すように第１l利子はいやし因子，第２因子は

撲全性lklj.，第３因子は機能性|〕W子，箙４NILは

安定性因子と読み取れた。スチールパイプ製が木

製に替わることで．いやし悶子が第１因子として

現れ、スチールパイプ製のときの第４ＭJ子であっ

た安定性|｣(;ｌ１Ｑが．木製を使)Ⅱすることで第２１人１J・

の安令ｆ|(と鋪４lk1r･の淡疋Wliに分離していること

がわかる`，木製を仙)ｌ]して７週lHj後の鏑３１uliiM径

では,第３表に氷すように第１因子はいやし因子，

第２因子は安全性因子，第３因子は都会性因子，

第４因子は安定性因子と読み取れ，第２回の調査

結果とほぼ共通していることがわかる。再び従来

のスチールパイプ製に戻した第４回の調査では，

第４表に示すように第１因子は機能性因子，第２

因子はゆとり因子，第３因子は選好性因子，第４

因子は堅牢性因子と読み取れ，第１回の同じスチ

ールパイプ製を使っていたときの調査結果と比べ

ると，機能性と堅牢性の因子が新たに加わってい

ることがわかる。すなわち，７週間の木製の机・

椅子の使用を通して，スチールパイプ製の机・椅

子を機能性と堅牢性のあるものだと子どもたちが

木材工業ＶＯＬ61,Ｎ０．２，２００６



－６７－

団子Ｉ唾２顕

いやし國子安全性四千|肛飽性因子I安定逵囚干

亡=::;;H=｢:|::「I羅亡霧
」て０．コ・000041o0G1B【Ｗ

罐鶚E鑿=篝!=篝|上篝
許鶯■蕊|蟇

LliL薑EiiL慧三篝■ 蝉し､－１－凶397|アニimi薊、

５８，８Ⅱ４７０９５９１Ｓ７Ｄｆ

第２表木製の机・椅子（第２回調査）における評価の
因子分析結果

第４表スチールパイプ製の机・椅子（第４回鯛査）に
おける評価の因子分析結果

媚｜愚し露|塁騒|墨鰯|雛
項目で良い反応を示し，教育環境の中の学校用家

具としてふさわしいことがわかった。しかし，木

製の机・椅子は，スチールパイプ製に比べて，重

量感などの評価項目で悪い反応を示したため，今

後は机上の硬度化や低価格化とあわせて，軽量化
を図る必要性がある。
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第３表木製の机・椅子（第３回調査）における評価の
因子分析結果

再認識したことがわかる。このことから，木製の

机・椅子に不足している要素として，この機能性

と堅牢性の内容をあげることができる。

４．おわりに

木製の机・椅子は，スチールパイプ製に比べて

学習時の`快適感が高く，視覚特`性（明暗感，形態

感，美醜感)，触覚特性（接触快適感，接触温冷

感，柔・堅感)，聴覚特性，嗅覚特性などの評価

木材工業ＶＯＬ61,Ｎ０．２，２００６


